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今月号の主な内容
◎平成 25 年度決算の状況
◎由良町の財政事情
◎平成 25 年度決算に基づく健全化判断比率等について　
◎平成 26 年第３回定例会
◎防災行政無線などを用いた全国一斉の緊急情報の伝達訓練　ほか
◎「肝炎無料出張相談」の開催について
◎御坊税務署からのお知らせ　ほか
◎国民年金保険料収納業務の民間委託（市場化テスト）について　ほか
◎文芸コーナー
◎陸上自衛隊高等工科学校生徒募集　ほか
◎由良町 11 月カレンダー
◎待望の衣奈クリーンセンターが竣工　ほか

ゆらこども園運動会
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平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
事
業
・
漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業
・
水
道
事
業
）
の
決
算

が
町
議
会
の
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

※
表
示
金
額
は
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し

て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
率
は
小
数
点
以
下
第
２
位
を
四

捨
五
入
し
、
合
計
で
１
０
０
％
に
な
る
よ

う
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
、
44
億
９
，
０
５
６
万
円

で
前
年
度
よ
り
７
億
６
，
４
６
４
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
額
を
行
政
の
目
的
別
に
見
る
と
民

生
費
が
15
億
７
，
９
４
４
万
円
と
最
も

多
く
、
全
体
の
35
．
２
％
を
占
め
、
続
い

て
農
林
水
産
業
費
５
億
９
，
１
２
８
万

円
（
13
．
２
％
）、
総
務
費
５
億
１
，

９
９
８
万
円
（
11
．
６
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
投
資
的
な
経
費
で
あ
る
普
通

建
設
事
業
費
は
、
統
合
保
育
所
新
築
工

事
や
衣
奈
海
岸
整
備
工
事
の
増
な
ど
に

よ
り
前
年
度
よ
り
１
８
１
．
４
％
増
の

12
億
７
１
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
質
収
支
額
は
１
億
４
４
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

一般会計　歳入総額
４５億９，９７２万円

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
45
億
９
，
９
７
２
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
６
億
９
，
７
８
５
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
源
別
に
見
る
と
、
町
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
町
独

自
で
得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
が
、
前
年
度
と
比
べ
９
．

０
％
減
の
12
億
４
，
３
０
４
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
27
．
０
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依
存

財
源
は
前
年
度
と
比
べ
40
．
３
％
増
の
35
億
５
，
６
６
８
万
円

で
歳
入
総
額
の
73
．
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

入

町税の内訳

【
用
語
説
明
】

歳
入

○
分
担
金
及
び
負
担
金
と
は

　

町
が
行
う
事
業
に
よ
り
利

益
を
受
け
る
人
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金
の
こ
と
。

○
使
用
料
及
び
手
数
料
と
は

　

施
設
の
利
用
や
特
定
の

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金
の
こ
と
。

○
地
方
交
付
税
と
は

　

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
の
市
町
村
で
も
同
じ

よ
う
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
国
税
の
一
定
割

合
を
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

国
が
市
町
村
に
交
付
す
る
も

の
。

○
町
債
（
地
方
債
）
と
は

　

町
が
道
路
整
備
な
ど
た
く

さ
ん
の
お
金
が
必
要
な
事
業

を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
入

れ
る
お
金
の
こ
と
。

○
国
・
県
支
出
金
と
は

　

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し

て
、
一
定
の
割
合
で
国
や
県

か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金
の
こ

と
。

町税 (18.6%)
8 億 5,326 万円

諸収入 (0.9%)
4,410 万円

繰越金 (2.0%)
9,396 万円

使用料及び手数料
分担金及び負担金
(1.8%)
8,172 万円

繰入金 (3.6%)
2 億 1,076 万円

財産収入
寄附金 (0.1%)
542 万円

地 方 交 付 税
(32.7%)
15 億 241 万円

町債 (17.9%)
8 億 2,570 万円

国 庫 支 出 金
(12.4%)
5 億 7,039 万円

県支出金 (7.8%)
3 億 5,676 万円

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、交通安全対策特別交付金、
地方特例交付金 (2.2%)
1 億 142 万円

自 主 財 源
(27.0%)
12 億 4,304 万円

依 存 財 源
(73.0%)
35 億 5,668 万円

※水道事業会計の収益的収支は、歳入 2 億 2,424 万円、歳出 1 億 8,296 万円、差引 4,138 万円です。

※平成 26 年 3 月 31 日現在の人口（6,433
人）、世帯（2,609 世帯）から算出しています。

特 　
別 　
会 　
計

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険特別会計 ８億 8,073 万円 8 億 5,892 万円 2,181 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 6,064 万円 1 億 6,043 万円 21 万円
介護保険特別会計 7 億 2,859 万円 7 億 1,742 万円 1,117 万円
公共下水道事業特別会計 3 億 3,265 万円 3 億 3,209 万円 56 万円
漁業集落環境整備事業
特別会計 5 億 7,851 万円 5 億 6,181 万円 1,670 万円

水道事業会計 2 億 8,342 万円 2 億 7,786 万円 556 万円

町民税 ( 個人 ) 1 億 9,950 万円 (  2.5％減 )
町民税 ( 法人 ) 2,548 万円 (87.5％減 )
固定資産税 5 億 7,796 万円 (  5.3％減 )
軽自動車税 1,679 万円 (  0.5％増 )
町たばこ税 3,353 万円 (  6.3％増 )
　　合計 8 億 5,326 万円  (10.4％増 )

町民 1 人当たり
納税額 132,637 円
歳出額 698,050 円

１世帯当たり
納税額 327,043 円
歳出額 1,721,179 円
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平成２５年度

　決算の状況
一般会計  歳出総額

４４億９，０５６万円

目的別性質別

民生費 (35.2%)
15 億 7,944 万円

総務費 (11.6%)
5 億 1,998 万円

衛生費 (8.4%)
3 億 7,882 万円

公債費 (8.4%)
3 億 7,730 万円

農 林 水 産 業 費
(13.2%)
5 億 9,128 万円

教育費 (5.8%)
2 億 6,171 万円

土木費 (9.4%)
4 億 1,989 万円

消防費 (4.0%)
1 億 7,914 万円

商工費 (1.7%)
7,666 万円

議会費 (1.6%)
7,357 万円

災害復旧費 (0.7%)
3,277 万円

物件費 (16.5%)
7 億 3,879 万円

人件費 (14.3%)
6 億 4,208 万円

補助費等 (12.2%)
5 億 4,843 万円

繰出金 (12.4%)
5 億 5,780 万円

普通建設事業費 (26.9%)
12 億 714 万円

公債費 (8.4%)
3 億 7,730 万円

扶助費 (7.2%)
3 億 2,245 万円

災害復旧費 (0.7%)
3,277 万円その他 (1.4%)

6,380 万円

実施した主な事業

     ＜一般会計＞　　　　　　　　　　　　　　　  
　○統合保育所新築事業 ・・・5 億６，２３２万円
　○衣奈海岸整備事業　 ・・・2 億５，６２０万円　　
　○町道改良工事　　　・・・2 億１，０９９万円     
　○観光トイレ整備事業        ・・・２，１２０万円    
　○消防車庫整備事業（小引、畑）    
　　　　　　　　　　　　　・・・１，８９３万円

　＜特別会計＞
　○公共下水道事業（吹井地区）

　　　　　　　　　　　・・・1 億３，７０９万円

　○漁業集落環境整備事業（衣奈地区）

　　　　　　　　　　　・・・４億３，６９９万円

歳
出

○
民
生
費
と
は

　

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
の

こ
と
。

○
衛
生
費
と
は

　

保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み

処
理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
経

費
の
こ
と
。

○
総
務
費
と
は

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴

税
、
戸
籍
、
選
挙
事
務
な
ど

の
経
費
の
こ
と
。

○
教
育
費
と
は

　

教
育
の
充
実
や
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

の
こ
と
。

○
消
防
費
と
は

　

消
防
・
防
災
活
動
、
防
災

基
盤
の
整
備
な
ど
の
経
費
の

こ
と
。

○
土
木
費
と
は

　

道
路
、
河
川
の
整
備
な
ど

の
経
費
の
こ
と
。

○
農
林
水
産
業
費
と
は

　

農
林
水
産
業
の
振
興
、
生

産
基
盤
の
整
備
な
ど
の
経
費

の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

　

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、

消
耗
品
費
や
委
託
料
な
ど
の

費
用
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

　

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、

一
般
職
員
の
ほ
か
各
種
委
員

な
ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の

こ
と
。

○
公
債
費
と
は

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入

れ
た
借
金
を
返
済
す
る
費
用

の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

　

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど

で
給
付
に
充
て
ら
れ
る
費
用

の
こ
と
。

○
普
通
建
設
事
業
費
と
は

　

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、

改
修
な
ど
を
行
う
費
用
の
こ

と
。
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財
政
事
情

（
平
成
26
年
度
上
半
期
）

由
良
町
の

歳　入
予 算 額

収 入 済 額

41 億 5,240 万円

17 億 5,533 万円

14 億 9,910 万円

9 億 6,932 万円

8 億 2,434 万円

5 億 2,793 万円

4 億 3,960 万円

0 万円

3 億 1,818 万円

2,219 万円

2 億 7,300 万円
０万円

5 億  529 万円

8,581 万円

7,000 万円

3,537 万円

5,617 万円

5,617 万円

4,701 万円

1,413 万円

1 億 1,971 万円

4,441 万円

一
般
会
計
は
、
当
初
予

算
が
38
億
２
，
０
０
０
万

円
で
し
た
が
、
そ
の
後

補
正
を
行
い
、 

39
億
４
，

０
２
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
25
年

度
か
ら
26
年
度
に
繰
越

■
一
般
会
計

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
身
近
な
仕
事
を
行
う
た

め
の
町
の
基
本
的
な
会
計

で
す
。 町

で
は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
予
算
や
執
行
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
度
上
半
期
（
平
成
26
年
９
月
30
日
現
在
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険会計 10 億 830 万円 3 億 3,974 万円 3 億 7,182 万円

後期高齢者医療会計 1 億 5,891 万円 2,083 万円 6,152 万円

介護保険会計 7 億 7,849 万円 3 億 537 万円 2 億 9,596 万円

公共下水道事業会計 7 億 426 万円 1,079 万円 1 億 9,292 万円

漁業集落環境整備事業会計 5 億 6,596 万円 2,076 万円 2 億 8,590 万円

合計 32 億 1,592 万円 6 億 9,749 万円 12 億 812 万円

会計名
収入 支出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

水道事業会計
収益的収支 2 億 3,130 万円 8,576 万円 2 億 3,130 万円 6,220 万円

資本的収支 1 億 7,840 万円 30 万円 2 億 6,175 万円 2,162 万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

町税

町債

国庫支出金

県支出金

諸収入

繰入金

繰越金

地方消費税交付金

その他

地方交付税



5

広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年１１月１日

歳　出
予 算 額

支 出 済 額

41 億 5,240 万円

13 億 6,565 万円

10 億 1,080 万円

3 億      14 万円

7 億 5,139 万円

1 億 9,193 万円

5 億 1,392 万円

1 億 6,666 万円

4 億 3,946 万円

1 億 7,041 万円

3 億 9,453 万円

1 億 9,308 万円

3 億 2,355 万円

7,556 万円

2 億 9,469 万円

1 億    931 万円

1 億 6,503 万円
8,372 万円

1 億    617 万円

3,441 万円

1 億 5,286 万円

4,043 万円

し
た
予
算
額
が
２
億
１
，

２
２
０
万
円
あ
り
、
こ
れ

ら
を
加
え
た
最
終
予
算
額

は
41
億
５
，
２
４
０
万
円 

と
な
り
、
前
年
の
同
じ

時
期
の
予
算
額
49
億
６
，

３
８
０
万
円
と
比
べ
16
．

３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

町債

　町債は、主に学校や道路、下水道など生活環

境や都市基盤の整備にかかる費用を賄う重要

な財源です。また、整備した施設を利用する将

来の町民の皆さんにも、返済という形で費用を

負担していただくことで、世代間の負担の公平

化を図るという目的をもっています。　

町民１人あたりの町債残高

134 万円 （前年同期 124 万円）

区分 現在高 前年同期現在高

一般会計 41 億 2,692 万円 36 億 3,495 万円

特別会計 43 億 6,645 万円 42 億 5,806 万円

水道事業会計 1 億 4,858 万円 1 億 5,230 万円

合計 86 億 4,195 万円 80 億 4,531 万円

※町民１人あたりの金額は 9 月末現在の住民基本台帳人

口 (6,359 人 ) から算出した額です。

※平成 26 年 9 月末現在一時借入金はありません。

基金

　基金は特定の目的のために必要な資金や、緊

急の財政支出に対応するための資金を管理し

ているものです。

区分
平成 26 年

9 月末現在高

平成 26 年

3 月末現在高

財政調整基金※ 11 億 2,187 万円 12 億 1,850 万円

土地開発

基金等※
8,454 万円 8,852 万円

国民健康保険

基金等※
5,155 万円 5,143 万円

下水道事業基金 3 億 9,402 万円 3 億 9,360 万円

合計 16 億 5,198 万円 17 億 5,205 万円

※財政調整基金・・・年度間の財源の不均衡を調整するために積
み立てられた積立金のこと。
※土地開発基金等・・・土地開発基金のほか減債基金、高齢者福
祉基金、ふるさとふれあい基金、教育振興基金を含む。
※国民健康保険基金等・・・国民健康保険基金のほか介護給付費
準備基金を含む。

公有財産

区分
平成 26 年

9 月末現在高

平成 26 年

3 月末現在高

公共施設敷地 242,742 ㎡ 241,011 ㎡

宅地 29,196 ㎡ 29,196 ㎡

田、畑、山林 617,965 ㎡ 617,795 ㎡

雑種地（その他） 336,491 ㎡ 338,222 ㎡

建物 58,803 ㎡ 49,955 ㎡

物品（車両） 48 台 50 台

株券 239 万円 239 万円

出資による権利 4 億 6,452 万円 4 億 6,452 万円

衛生費

総務費

農林水産業費

公債費

土木費

教育費

消防費

商工費

その他

民生費
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第３条第１項及び第 22 条
第１項に基づき、平成 25 年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。

由良町の平成 25 年度決算に基づく各指標については、次のとおりで、いずれの指標も健全化基
準を下回っています。

平成２５年度決算に基づく健全化判断比率等について

健全化
判断比率

早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 30.0
実質公債費比率 10.1 25.0 35.0 
将来負担比率 120.2 350.0

特別会計名 資金不足比率
経営

健全化基準
公共下水道事業特別会計 －

20.0 
漁業集落環境整備事業
特別会計

－

水道事業会計 －

健全化判断比率 資金不足比率（単位：％） （単位：％）

※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」表示 ※資金不足額がない場合は「－」表示

　用語の説明
【実質赤字比率】
福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運

営の悪化の度合いを示すもの
【連結実質赤字比率】
すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方

公共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの
【実質公債費比率】
借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの

【将来負担比率】
地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時

点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの 
【資金不足比率】
公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営

状態の悪化の度合いを示すもの
【早期健全化基準】 
健全化判断比率のいずれかが、この基準を上回ると財政健全化計画を議会の議決を経て定め、

速やかに公表するとともに、知事への報告が必要となります。
【財政再生基準】
健全化判断比率のうち、将来負担比率を除くいずれかが、この基準を上回ると財政再生計画を

議会の議決を経て定め、速やかに公表するとともに、総務大臣への報告が必要となります。
また、地方債の起債が制限されます。

【経営健全化基準】
早期健全化基準に相当するもので、各公営企業会計の資金不足比率が一つでもこの基準を上回

ると経営健全化計画の策定が義務付けられます。
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災害関連事業及び観光関連事業

を中心とした補正予算が成立！！
平成２６年第３回定例会

平成 26 年第３回由良町議会定例会が９月９日（火）から 22 日（月）までの 14 日間の会期で
行われました。

この議会では、条例制定などの議案等が慎重な審議の結果可決されました。

　契約締結
※衣奈漁港海岸整備その２工事請負変更契約の

締結について
※衣奈漁港海岸整備その３工事請負変更契約の

締結について
※衣奈漁港海岸整備その４工事請負変更契約の

締結について
※衣奈漁港海岸整備工事請負変更契約の締結に

ついて
　条例改正
※由良町重度心身障害児者医療費の支給に関す

る条例の一部を改正する条例
※由良町漁業集落排水処理施設の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例
　条例制定
※由良町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例
※由良町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例
※由良町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例
　補正予算
※平成 26 年度由良町一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出にそれぞれ１１０，５００千円を追加

し、総額３，９４０，２００千円となりました。
※平成 26 年度由良町国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）
　歳入歳出にそれぞれ２４，２９８千円を追加

し、総額１，００８，２９８千円となりました。
※平成 26 年度由良町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）
　歳入歳出にそれぞれ２０６千円を追加し、総額

１５８，９０６千円となりました。
※平成 26 年度由良町介護保険特別会計補正予算
（第１号）

　歳入歳出にそれぞれ１２，４９０千円を追加
し、総額７７８，４９０千円となりました。

※平成 26 年度由良町公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号）

　歳入歳出にそれぞれ４５７千円を追加し、総額
５４８，４５７千円となりました。

※平成 26 年度由良町漁業集落環境整備事業特別
会計補正予算（第１号）

　歳入歳出にそれぞれ７６２千円を追加し、総額
２３５，７６２千円となりました。

　決算認定
※平成 25 年度由良町一般会計歳入歳出決算認定

について
※平成 25 年度由良町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定について
※平成 25 年度由良町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について
※平成 25 年度由良町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定について
※平成 25 年度由良町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について
※平成 25 年度由良町漁業集落環境整備事業特別

会計歳入歳出決算認定について
※平成 25 年度由良町水道事業会計決算認定につ

いて
　報告
※健全化判断比率及び資金不足比率報告書
　その他
※由良町立ゆらこども園の指定管理者の指定に

ついて
※由良町教育委員会委員の任命について
　任期満了に伴う由良町教育委員会委員に、引き

続き坂田善幸氏（衣奈）が同意されました。
※平成 25 年度由良町水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について
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　詳しいことについては、和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県人権擁護委員連合会
（ＴＥＬ０７３－４２２－５１３１）までお問い合わせください。

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

強化週間！！
期　　間 　11 月 17 日（月）～ 23 日（日）までの７日間

時　　間
　午前 8 時 30 分～午後 7 時まで
　ただし、土・日曜日については、午前 10 時～午後 5 時まで

電話番号 　０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）

相談内容

　夫やパートナーからの暴行、ストーカー、職場における性的嫌がらせなどの女
性に関する人権何でも相談。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権擁護委員が相談に応
じますので、お気軽にご相談ください。

地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行
います。この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）「※」を用いた訓
練で、由良町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓練を行います。

（１）訓練実施日時　　平成 26年 11月 28 日（金）　午前 11時ごろ
（２）訓練で行う放送試験

情報伝達手段 内　　容

防災行政無線の
試験放送

　町内に設置してある防災行政無線から、一斉に次のように放送
されます。
　【放送内容】
　　上りチャイム音
＋　「これは、テストです。」× ３
＋　「こちらは、ぼうさい由良町です。」
＋　下りチャイム音

防災行政無線などを用いた
全国一斉の緊急情報の伝達訓練

「※」　Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から市区町村へ、人工衛星
などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

詳しいことについては、総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。
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詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

慢性肝炎は、放っておくと、肝硬変、肝がんに進行するため、肝がんを予防するためには適切な
肝炎治療が必要です。

今年９月には、安全で効果の高いＣ型肝炎治療薬が認可されるなど、今後、画期的な新薬が次々
に登場し、専門医による最適な治療を受ければ、ほとんどの患者が治る時代がきます。Ｂ型肝炎に
ついても、薬を飲み続けることで肝炎の進行を抑えることが可能です。
「肝臓専門医に診てもらうにはどうすればいいのか 」、「治療による副反応など不安があるのだけ

れど、どうしたらいいのか 」、「治療にはどれくらいの費用がかかるのか」、「 肝炎の治療には助成が
あると聞いたけれど、どんな内容なのか」、「 日常生活の中でどんなことに注意すればいいのか」な
ど、ふだん疑問に思っていることの相談や、最適な治療を受けるためのお手伝いを和歌山県立医科
大学附属病院の肝疾患相談支援センター ( ※ ) が行いますので、この機会にご利用ください。

( ※ )　肝疾患相談支援センターとは
国の肝炎対策事業の一環として、和歌山県が「和歌山県立医科大学附属病院」

と「独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センター」を監視官診療連携拠点
病院に指定し、安心して治療を受けられるように、二つの病院の院内に「肝疾
患相談支援センター」を開設し、サポートしています。

「肝炎無料出張相談」の開催について

日 時 平成 26 年 12 月 10 日（水）　午前 10 時～午後３時

場 所 御坊保健所（住所：御坊市湯川町財部 859 －２）

参 加 費 無料

予約方法
電話で予約することができます。
電話番号は０７３－４４１－０８５０（肝疾患相談支援センター）です。

相談内容
・肝炎の診断及び治療について（肝疾患全般について）
・肝炎医療費助成について

相談時間 約１時間

今月の表紙

　10 月 4 日（土）、ゆらこども園運動会が開催されました。強風に
もかかわらず、園児たちは練習の成果を披露していました。
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○年末調整説明会の開催日程について

○記帳・帳簿等の保存制度の拡大について
平成 26年 1月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されています。
対象となる方　⇒　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、税務署へお問い合わせ

ください。

○贈与税も e-Tax( 国税電子申告・納税システム ) ！
従来の所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告に加え、贈与税の申告についても e-Tax の

利用が可能となっています。

○源泉所得税を納付されている皆様へ　～『ダイレクト納付』を利用してみませんか！～
ダイレクト納付とは、事前に税務署に届出等をしておけば、e-Tax を利用して電子申告等の送信し

た後に、届出をした預貯金口座から、簡単なクリック操作で即時又は期日を指定して納付することが
できる新たな納付手段です。

なお、ダイレクト納付利用可能金融機関等、詳しくは税務署にお問い合わせください。

○納税証明書を請求される皆様へ　～『オンライン請求』を利用してみませんか！～
納税証明書を e-Tax において、ご請求いただくと手数料が 370 円と安価（通常 400 円）で、窓口

ですぐに受け取れます。

軽自動車協会からのお知らせ

御坊税務署からのお知らせ
11 月 11 日～ 17 日は「税を考える週間」です

日　　　　　時 会　　　　　　場
平成 26 年 11 月 25 日 ( 火 )
午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 紀州農協アグリセンターみなべ

平成 26 年 11 月 27 日 ( 木 )　
午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 御坊市民文化会館

　詳しいことについては、御坊税務署　管理運営部門（ＴＥＬ２２－０６９７）までお問い
合わせください。

平成 26 年 10 月 1 日（水）から
軽自動車検査協会和歌山事務所の電話番号が変わっています。

和歌山事務所       050-3816-1846
受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時     休業日 土・日・祝日・12/29 ～ 1/3

税に関する情報は国税庁ホームページへ 　　www.nta.go.jp
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日本年金機構は、国民年金保険料の納め忘れがある方に対する「電話や文書、戸別訪問による納付
督励や保険料の収納業務、免除等申請の勧奨業務」について、民間委託を実施しています。

これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づいて、従来官公庁が行って
きた事業に関して民間事業者の参入機会を拡げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの活用により、低
コストでより良いサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入されたものです。委託し
ている市場化テスト受託事業者は、次のとおりです。

　
市場化テスト事業者は、個人情報保護の管理を徹底していますので、

みなさまのご理解とご協力をお願いします。

国民年金保険料収納業務の民間委託（市場化テスト）について

　詳しいことについては、田辺年金事務所（ＴＥＬ０７３９－２４－０４３２）までお問い
合わせください。

≪　受託事業者　（平成２６年１０月から）　≫

日立トリプルウィン㈱

10 月５日（日）に、由良町人権尊重推進委
員会（城本 克彦会長）が主催する「由良町人権
講演会」が行われました。

約 200 人の参加があり、日本一小さな劇団
『ファミリー劇団 “ さむらい ”』がトークと演劇
で家族の絆の大切さを伝えてくれました。

一味違った表現の仕方で、和やかに楽しく人
権を学ぶ、豊かな時間となりました。

詳しいことについては、産業建設課
（ＴＥＬ６５ー１２０３）までお問い合
わせください。

平成 26 年 11 月１日から平成 27 年３月
15 日まで狩猟期間になりますのでお知らせ
します。

入山される際には、目立つ服装やラジオ
等の音が出るものを携帯してください。

狩猟期間のお知らせ 由良町人権講演会開催！！
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
夫
婦
の
ル
ー
ル
」　　
　
　
　

三
浦
朱
門
・
曽
野
綾
子　

講
談
社

・「
神
の
子　

上
・
下
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
丸
岳　

光
文
社

・「
京
都
嵐
電
殺
人
事
件
」　　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎　

光
文
社

・「
仮
縫
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
吉
佐
和
子　

集
英
社
文
庫

・「
禁
じ
ら
れ
た
ソ
ナ
タ　

上･

下
」　　
　

赤
川
次
郎　

双
葉
文
庫　

●
児
童
図
書

・「
い
ち
じ
く
に
ん
じ
ん
」　　
　

こ
ん
も
り
な
つ
こ　

福
音
館
書
店

・「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
お
も
し
ろ
マ
ジ
ッ
ク
１
～
３
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
靖
二
（
監)　

教
育
画
劇

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

八
月
の
豪
雨
は
日
本
列
島
に
爪
跡
残
し
な
ほ
去
り
や
ら
ず

局
地
豪
雨
広
島
の
ま
ち
の
土
石
流
八
月
と
い
ふ
悲
し
み
の
月

甥
の
居
る
心
強
さ
を
感
じ
つ
つ
台
風
十
一
号
の
怒
声
き
き
を
り

台
風
の
雨
強
き
夜
電
話
に
て
友
と
話
せ
ば
心
安
ら
ぐ

雨
多
く
南
瓜
の
実
の
よ
く
な
れ
ど
成
れ
ど
も
直
ぐ
に
獣
は
狙
ふ

廃
園
の
運
動
会
の
に
ぎ
は
ひ
も
な
く
峡
の
稲
田
の
色
づ
き
て
き
ぬ

日
々
歩
く
路
の
片
方
に
白
冴
え
る
芙
蓉
の
花
に
し
ば
し
歩
を
止
む

歌
の
師
も
書
の
師
も
す
で
に
亡
き
う
つ
つ
今
宵
し
き
啼
く
一
つ
こ
ほ
ろ
ぎ

百
日
紅
咲
き
誇
り
た
る
木
の
蔭
に
猫
ら
四
・
五
匹
寝
そ
べ
り
て
を
り

広
島
の
災
害
ニ
ュ
ー
ス
は
た
富
士
の
実
弾
射
撃
の
訓
練
映
る

泪
し
て
明
暗
分
け
た
る
ナ
イ
ン
達
ゆ
く
夏
惜
し
み
球
場
を
去
る

少
女
ら
の
呉
れ
し
赤
き
日
日
草
朝
な
朝
な
に
愛
で
て
水
や
る

た
め
ら
ひ
も
な
く
捨
て
去
り
し
古
き
家
老
い
し
こ
の
頃
し
き
り
に
思
ふ

初
盆
を
迎
ふ
る
二
人
の
友
を
想
ひ
面
影
う
か
べ
手
を
合
は
し
を
り

千
円
の
ラ
ン
チ
で
済
ま
ず
延
延
と
話
の
続
き
は
友
の
リ
ビ
ン
グ

ま
な
か
ひ
に
望
む
白
馬
嶺
い
つ
し
ら
に
風
車
の
増
し
て
き
ら
び
や
か
な
り

雨
多
く
夏
草
勢
ひ
伸
び
た
れ
ど
機は

た
お
り織

虫
の
声
も
聞
か
な
く

摘
蕾
も
出
来
ず
に
過
ぎ
て
大
成
り
の
み
か
ん
を
摘
果
す
無
欲
と
な
り
て

細

川

寺

井

小

川

竹

中

大

西

浜

田

中

家

二
本
松

山

下

細

川

大

西

小

川

竹

中

中

家

山

下

二
本
松

寺

井

浜

田

 

由
良
短
歌
会　
九
月
詠
草　
　

ミ
チ
ヨ

冴

子

玲

子

貞

子

克

恵

順

子

か
よ
子

せ
つ
子

清

美

ミ
チ
ヨ

克

恵

玲

子

貞

子

か
よ
子

清

美

せ
つ
子

冴

子

順

子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
明
日
の
子
供
た
ち
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩　

幻
冬
舎

・「
が
ん
活
力
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
育
生　

太
陽
出
版

・「
か
わ
う
そ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

祥
伝
社

・「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
」　　
　
　
　
　
　
　

百
田
直
樹　

新
潮
社

・「
か
ぜ
の
で
ん
わ
」　　
　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

金
の
星
社

・「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」　

伊
坂
幸
太
郎　

幻
冬
舎　

・「
癒
し
屋
キ
リ
コ
の
約
束
」　　
　
　
　
　
　

森
沢
明
夫　

幻
冬
舎

・「
虹
の
岬
の
喫
茶
店
」　　
　
　
　
　
　
　
　

森
沢
明
夫　

幻
冬
舎

・「
ひ
み
つ
の
か
ん
か
ん
」　　
　
　
　
　
　
　

花
山
一
美　

偕
成
社
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「
台
風
」

一
人
い
て
風
が
こ
わ
い
よ
台
風
の

毎
年
の
台
風
ご
と
に
恐
ろ
し
い

台
風
が
次
ぎ
次
ぎ
被
害
お
い
て
ゆ
き

日
本
中
土
砂
災
害
が
明
日
わ
が
身

台
風
は
取
り
入
れ
す
ん
で
か
ら
に
し
て

野
菜
作
り
台
風
こ
わ
い
お
父
さ
ん

帰
省
客
台
風
の
渦
わ
が
家
に
も

台
風
の
怖
さ
を
知
っ
た
夏
で
し
た

夏
休
み
豆
台
風
が
家
の
中

災
害
列
島
う
ま
く
抜
け
た
よ
此
の
台
風

台
風
は
海
と
空
か
ら
お
そ
い
来
る

台
風
を
連
れ
て
い
き
た
い
渇
水
地

台
風
の
進
路
い
ま
ど
こ
予
報
み
る

あ
っ
ち
行
け
台
風
の
目
と
に
ら
め
っ
こ

台
風
は
紀
伊
水
道
へ
こ
な
い
で
ね

孫
達
は
台
風
よ
り
も
暴
れ
す
ぎ

台
風
が
ギ
ラ
リ
ギ
ラ
リ
と
大
き
な
目

台
風
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
つ
つ
夜
を
明
か
す

土
砂
崩
れ
隣
ど
お
し
の
助
け
合
い

台
風
が
日
本
の
地
図
を
知
っ
て
い
る

台
風
は
先
ず
沖
縄
へ
ご
あ
い
さ
つ

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

名
月
や
子
等
は
異
郷
で
暮
ら
し
を
り

夫
に
添
ひ
良
夜
の
影
を
分
か
ち
合
ふ

明
月
の
冴
え
て
地
上
は
虫
の
輪
唱

場
所
変
へ
て
見
る
名
月
の
す
べ
て
佳
し

急
く
足
の
遅
遅
曼
珠
沙
華
踏
み
折
り
て

十
六
夜
の
水
な
め
ら
か
に
鎌
洗
ふ

コ
ー
ヒ
ー
は
ブ
ラ
ッ
ク
が
い
い
愁
思
か
な

子
ら
帰
り
新
涼
の
風
戻
り
た
る

秋
の
野
に
そ
っ
と
咲
い
て
る
草
の
花

寝
静
ま
る
地
を
被
ひ
た
る
虫
時
雨

八
十
嫗
月
の
光
に
躓
づ
け
る

小
花
と
て
忙
し
く
接
す
秋
揚
羽

爽
や
か
や
草
の
香
も
乗
る
電
車
待
つ

海
べ
り
の
山
上
ホ
テ
ル
秋
夕
日

凛
と
し
て
青
従
へ
し
白
桔
梗

九
月
十
日
稽
古
始
め
の
祭
獅
子

行
楽
の
秋
や
男
女
の
破
れ
ジ
ー
ン
ズ

遠
景
の
秋
と
光
と
一
体
に

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

奈

良

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

美
恵
子

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

安

子

マ
サ
子

幸

代

枝
美
子

豊

子

義

巳

小
夜
美

文

香

充

明

英

子

美
千
代

進

美

昭

子

正

子

美
智
子

清

美

治

郎

き
よ
み

き
よ
み

恭

子

克

己

山

﨑

森中

塚

中

崎

田

代

高

橋

中

口

中

﨑

井

上

稲

葉

礒

嵜

坂

口

服

部

宮

井

礒

嵜

白

山

貴

志

山

下

井

口

五

嶋

谷

中
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11 月・12 月は『合同滞納整理強化月間』です
町税は、まちづくりを支える大切な財源です。由良町では、納期内に納付された方との公平を保ち、

滞納の解消を図るために、県、和歌山地方税回収機構と合同で、11 月・12 月を合同滞納整理強化月
間として、税収確保に取り組みます。

税金を滞納すると本来納めるべき税金の他に延滞金を納付しなければなりません。滞納したまま放
置すると、法律に基づき滞納者の意志に関わりなく、給与や不動産など財産の差押えや公売などの滞
納処分を受けることになりますので、納期内に納税してください。
◆時間外の納税相談
　昼間仕事の都合等で役場に来られない方は、事前に担当課まで電話連絡をしてください。担当職

員が納税相談に応じます。

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

学 校 推 薦 等 一　　般
募集人員 約 60 名 約 260 名

受付期間
平成 26 年 11 月１日～
　平成 26 年 12 月 5 日（締切日必着）

平成 26 年 11 月１日～
　平成 27 年１月 9 日（締切日必着）

募集資格
平成 27 年４月１日現在、15 歳以上 17 歳未満の男子

（平成 27 年３月に中学校卒業又は中等教育学校の前期課程修了見込みの方を含む）

試 験 日
平成 27 年１月 10 日～１月 12 日

（いずれか１日）
平成 27 年１月 24 日（土）

試験場所 高等工科学校（神奈川県横須賀市） 和歌山市・田辺市

　詳しいことについては、自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０－１　ＴＥ
Ｌ２３－００２０) 又は総務政策課 ( ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。

防
衛
省

町税の納期限 国民健康保険税　第６期 12月１日（月）

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

「農林業センサス」とは、農林水産省が平成 27 年 2 月 1 日現在で全国すべての農林業関係者を対象
に実施する、“ 農林業の国勢調査 ” といわれる統計調査です。町では、この調査の実施にあたり、調
査業務に従事していただける調査員を募集しています。

なお、調査員には、20 歳以上であること、責任を持って調査を遂行できる方であることなどの要
件があります。

「2015 年農林業センサス」調査員を募集します！

　調査員として活動いただける方は、総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い
合わせください。
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由良町１１月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
10 月 26 日 10 月 27 日 10 月 28 日 10 月 29 日 10 月 30 日 10 月 31 日 11 月 1 日

・津波避難訓練
・由良町文化展

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

・第 12 回
  ゆらふれあい祭
・由良町文化展

・文化の日
・平成 26 年度由

良 町 文 化・ ス
ポーツ賞表彰式

・由良町文化展

・健康相談
  （衣奈会館）
・由良町文化展

・老人招待旅行
  （由良地区）
・育児相談
※子育て支援セン

ター（ゆらこど
も園内）

・由良町文化展

・老人招待旅行
 （白崎・衣奈地区）
・由良中学校校内

マラソン大会
・由良町文化展

・由良町文化展 ・由良町文化展

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

９ 10 11 12 13 14 15

・由良町文化展 ・エクササイズ教室
（中央公民館）

・ ４ か 月 児、10
か月児健診 （白
崎会館）

・衣奈小学校校内
マラソン大会

・第 3 回家庭教育
講座

・健康相談
  （中央公民館）
・和歌山県知事選

挙告示日

・由良小学校学習
発表会

・由良中学校校内
音楽会

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

16 17 18 19 20 21 22

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ（横浜） ・３歳６か月児健
診（白崎会館）

・白崎小学校学習
発表会

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

23 24 25 26 27 28 29

・勤労感謝の日
・芸能発表会

・振替休日 ・エクササイズ教室
（中央公民館）

・由良小学校校内
マラソン大会

・粗大ごみ（糸谷、
神谷、吹井）

・第 4 回家庭教育
講座

・緊急情報伝達訓
練（防災行政無
線放送）

・衣奈小学校学習
発表会

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

30 12 月 1 日 12 月 2 日 12 月 3 日 12 月 4 日 12 月 5 日 12 月 6 日

・和歌山県知事選
挙投開票日

・介護保険料第６期
分、後期保険料第
５期、納期限

・国民健康保険税
第６期　納期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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町では平成 21 年度から衣奈地区で漁業集落環境整備事業を行ってきたところですが、このたび「衣
奈クリーンセンター」が完成し、９月 29 日（月）、竣工式を行いました。このクリーンセンターの
完成で、10 月から衣奈地区の加入者の方が下水道設備を利用できるようになりました。

衣奈クリーンセンターの概要は以下のとおりです。

待望の衣奈クリーンセンターが竣工待望の衣奈クリーンセンターが竣工

所在地 和歌山県日高郡由良町大字衣奈 43 番地の 15
処理場用地面積 1073.65　㎡
延べ床面積   651.38　㎡
工事費 ４億 7,954 万 6,550 円
処理方式 長時間ばっき方式
計画処理対象人口 960 人
計画対象汚水 し尿及び生活雑排水（雨水を除く）

処理能力 31.2　㎥／時（計画時間最大汚水量）
260　㎥／日（計画日平均汚水量）

今大会は、「紀の国わかやま国体」に向けて、国体開催時期と同じ 9 月開催とし、9 月 28 日（日）
に開催しました。町内外から 42 チーム、172 名の方が参加され、畑・中区内のコースが笑顔と笑い
声でいっぱいとなりました。

国体の本大会は平成 27 年 9 月 27 日（日）となります。
表彰者については以下のとおりです。

Ａコース Ｂコース

１
位

『きのくにハイブリッド５』
森 廉始、大前 光弘、
大前 栄里子

『たんたんとはなちゃん』
数見 陸斗、数見 樹生、
数見 柊哉、数見 都子、
尾上 由佳

２
位

『アクティー』
硲 幹夫、東田 明治、
石井 守

『中１女子』
梶 真柚夏、片山 美咲、
後藤 秋水、石方 未夢、
嶋田 このみ

３
位

『たいやきあきちゃん』
大畑 嘉世、大畑 侑也、
大畑 翔也、大畑 晟子

『チーム岩﨑』
岩﨑 正、青山 さとみ、
佐津 弘晃

第２１回ウォークラリー大会が開催されました！

（敬称略）


